
 

 

全道大会進出おめでとう！！ 

札幌 BONITA スポルティング アンフィニ

ネクスト コンサドーレ A 上江別ジュニア 

LIV．FC JSN L-WAVE A アンフィニ A 

 

札幌地区代表を目指して、各会場で熱戦が繰り広

げられました。結果、上記９チームが全道大会に進

出することになりました。全道の場で貴重な経験を

してきてほしいと思います。４年生以下の選手にと

っては初めての公式戦で分からないことも多くあっ

たかもしれませんが、大会を通じて多くのことを学

んだことと思います。今後もいいプレーがそれぞれ

の試合でできるように、日々のトレーニングに励ん

でほしいと思います。 

 

 試合開始から気合十分の両チーム。開始早々に札

幌ジュニアが好位置で FK を得るものの、GK の正

面にシュートがとび、ゴールならず。その後も互い

に攻め合うも、決定機はつくれず後半戦へ。迎えた

後半4分、右サイドからのパスを受けたBONITA⑪

がゴールネットを揺らし、待望の先制点。札幌ジュ

ニアも攻撃の手を緩めずに攻め続けるが、得点は奪

えず、BONITAが全道への切符を掴んだ 

 

裏のスペースにスピードをもって切れ込む福井野。 

体を張って守るスポルティング。試合開始から互い 

に一進一退の展開に。前半10分、ゴール前のこぼ 

れ球にいち早く反応したスポルティング⑱がボレー 

シュートで押し込み先制点を上げる。後半ペナルテ 

ィーエリア外で福井野がFKを得るも、スポルティ 

ングの好セーブに合い、得点ならず。そのまま、ス 

ポルティングが勝利を収めた。 

 

 アンフィニが猛攻を仕掛けるも、西白石が堅い守

りでそれを凌ぐ展開に。そんな中、一瞬のすきをつ

いて、アンフィニが先制点をもぎとる。西白石もチ

ャンスをつくるもののゴールは得られず、前半を 1

対０で終える。後半開始早々、相手のクリアボール

をカットしたアンフィニ⑪が追加点を奪う。その後

も得点を重ねるアンフィニ。西白石も負けじと 1 点

を返すものの、試合終了となりアンフィニが勝利。 

 

６月２７日（土） 東雁来Ｇ西（B） 

コンサドーレ札幌A AFC AGGRE 
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６月２７日（土） コンサドーレＧ（Ｂ） 
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６月２７日（土） 東雁来Ｇ西（A） 

西白石 ｱﾝﾌｨﾆ MAKI ネクスト 
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 実力者同士の対決。いかに試合の流れを掴むかが

鍵となりそうな好カードの決勝となった。前半 5 分

コンサドーレが先制点を奪うと、リズムを掴んだコ

ンサドーレ、その後も得点を重ねる。AGGRE も負

けじと 2 点を返すなど底力を見せるものの、試合終

了の笛。コンサドーレが勝利を収めた。 

 

６月２７日（土） 東雁来Ｇ西（A） 

上江別ジュニア LAVORO Ⅰ 
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 縦に速い攻撃を仕掛ける上江別。LAVOROはサ 

イドを幅広く使い攻撃を組み立てる。互いに激しい 

ボールの奪い合いが続く試合展開に。前半は上江別 

が攻勢をかけるも、LABOROの堅守が光る。得点 

が両チーム奪えないまま、時間だけが過ぎていく。 

無得点のまま後半も終え、試合は延長戦へ。迎えた 

延長後半1分、上江別⑩が中央を突破し、技ありゴ 

ール。上江別が勝利を収めた。 

 

６月２７日（土） 東雁来Ｇ西（B） 

西園 LIV．FC 
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前半 1 分 LIV．FC がミドルシュートで先制点。

リズムを掴んだ LIV．FCは、追加点を上げる。西園

も必死のディフェンスからカウンターを仕掛ける。

勝負に貪欲に諦めずに戦う姿は立派。チャンスをつ

くるものの、得点はなかなか奪えず。最終的には、

得点を重ねた LIV．FCが全道大会への切符を手に入

れた。 

 

６月２７日（土） 東雁来Ｇ西（A） 

JSN 中の島 
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個人技が光る両チーム。ドリブルで相手を揺さぶ

りながら、ゴールへ迫るシーンが多く見られる展開

に。流れを先に掴んだのは JSN。前半 6 分に JSN

の⑩がボールを相手から奪い中央へ切り込み、ドリ

ブルシュートを決める。その後も追加点を奪 JSNだ

たが、中の島も負けじと攻勢を強める。しかし、得

点を奪えず終了のホイッスル。JSN が勝利を収めた。 

 

６月２７日（土） 東雁来Ｇ西（B） 

リベルタ豊平 L-WAVE Ａ 
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 卓越した技術で仕掛ける L-WAVE、リベルタ豊平

もしっかりと体を寄せて対処する。先制点を得た

L-WAVEが大きく流れを引き寄せる。ゴール前で仕

掛け続けた L-WAVE が得点を重ねる。しかし、リ

ベルタ豊平も最後まであきらめない。ゴールに向か

う姿勢を失わずに、後半も戦い抜く姿は立派。後半

に 1 点を返したリベルタ豊平だったが、トータル7

対1で L-WAVEが全道の切符を手にした。 

 

６月２７日（土） 東雁来Ｇ西（A） 

藻南 FC ｱﾝﾌｨﾆ MAKI A 
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 幅を持ちながらサイドから攻撃をつくるアンフィ

ニ。しかし、先に流れを掴んだのは藻南 FC。前半、

左サイドからのパスを受けた藻南 FC⑩が中央に切

れ込み、ゴールにたたき込む。失点後も焦らずに、

ボールを動かしながら、ゴールに何度も迫るアンフ

ィニ。藻南 FC の DF も最後まで体を張って守る展

開。しかし、前半 10 分アンフィニ⑩が同点弾を決

め、前半を同点のまま終える。そして後半終了間際、

アンフィニがゴール前で流れるようなパスワークで

ボールをつなぎ、決勝点を奪い勝利を収めた。 

 

 


